
 

CASE HISTORY 
EcoLine®

 切削液 

問題点 

ユーザーは、自動車部品を海上輸送コンテナで輸出する際に錆の問題を経験してい

た。部品はベアリング、ブッシュ、スラストワッシャで、そのエンドユーザーはエ

ンジンを製造するボルボ、フォードであった。部品メーカーの所在地であるモンテ

ネグロからエンジン組立工場までの輸送に要する時間は、通常 2～4 ヶ月であった。

日本、ドイツからの輸入品である従来式の防錆油は、これらのハイテクエンジン部

品の製造に使用する特殊なアルミニウム合金の酸化、点食を防ぐことができなかっ

た。これにより生産の遅れ、不良部品が生じ、多額の損失がもたらされた。 

解決 

ユーザーは、自らの試験室でコーテック®EcoLine®切削液を試験し、良好な結果を得

た。試験室試験に基づいてパイロットプラントでの試行がなされ、その結果、ユー

ザーは環境影響の点からも受容できない防錆油に替え、EcoLine®切削液を全工場で

完全採用する決断を下した。 

実施例 

ステップ 1：EcoLine®生物分解性切削液に水を加えて 2.5%エマルジョンとしたもの

を用い、エンジン部品を洗浄、脱脂する。 

ステップ 2：EcoLine®切削液に水を加えた 2.5%エマルジョンを用いてそれをすすぐ。 

ステップ 3：EcoLine®切削液の 5%エマルジョンに部品を浸し、空気乾燥させ、その

後、エンジン組立工場で使われている自動化装置に適合したパッケージ

に部品を収める。 

 

以上のステップの結果、部品表面に形成された保護層の厚さは 1 ミクロン以下であ

った。これは従来使用していた防錆油の厚い層に比べ、非常に大きな改善である。

従来の防錆油では、現代の高性能エンジンにおいて求められる厳しい寸法許容差の

問題を解決することができなかったが、この薄さはそれを解決するものであった。 

結論およびコーテック製品が選択された理由 

コーテック®EcoLine®切削液は、ユーザーが持っていた保管、輸送時の錆の問題を解

消しました。ベアリング、ブッシュ、スラストワッシャは、最長 12 ヶ月に及ぶ現場

試験を経ても、まったく錆の兆候を示しませんでした。この製品の重要な長所は、

部品を油なしの乾いた状態で、しかも自動化装置での組立作業に適合した形態で配

送できることです。また、非常に費用効果の高い防錆方法でもあります。EcoLine®

切削液は、バイオテクノロジーに基づいた生体分解性の切削油であり、ユーザーは

自らの環境意識、環境保護姿勢を地域の共同体に証明することができます。 

日付 

2006 年 8 月 

 

ユーザー 

自動車用ベアリング、ブッシュ、 

スラストワッシャのメーカー 

 

場所 

モンテネグロ 

 

コーテック レップ 

CortecCros® Co., Ltd 

 

製品 

EcoLine® 切削液 
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